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capsaicinは、ラットの継続的経口摂取によって endothelial Nitric OxideSynthase (eNOS)
活性化を通して Nitric Oxide(NO)を産生させ、血管拡張を引き起こすという報告がある。
しかし、capsaicinの腎血管性高血圧モデル(2K1C)ラットへの影響は明らかでない。本研究
では、2K1C ラットの capsaicin 継続的経口摂取による血圧への影響を観察し、その機序と
して NOの関与を検討した。さらに、capsaicinが NO産生を促す経路は複数あるが、今回は















水道水を与えた Veh 群では、SBP、MAP ともに、SHAM-CTL 群に比べて 2K1C-CTL 群で有意に
上昇したが、2K1C-CAP 群では 2K1C-CTL 群よりも有意に低かった。SHAM-CTL 群と SHAM-CAP
群間の SBPと MAPに有意差はなかった。これらのことから、2K1Cラットにおける capsaicin






p-eNOS では、CAP 群で CTL 群に比べ有意に増加し、p-PKA に差はなかった。したがって、

























 本論文は、腎血管性高血圧のモデル動物である 2K1C ラット、および自然発症高血圧ラッ
トである spontaneously hypertensive rats (SHR) における高血圧に及ぼすカプサイシン
投与の効果について検討し、さらにカプサイシンの降圧効果の機序についても解析を加え
たものである。 











 また、SHRにおいてもカプサイシンは SBPを低下させた。一方、SHRの対照群である Wister 
Kyoto rats では、カプサイシンの血圧低下作用は観察されなかった。 
 次いで、2K1Cラットにおけるカプサイシンの降圧効果の機序について検討された。これま
で、カプサイシンの降圧機序の一部に eNOS のリン酸化、それによる NO 産生の増加が関与
していることが報告されている。本研究でも、カプサイシン投与により 2K1Cラット大動脈
で eNOSのリン酸化亢進が確認された。NOがカプサイシンの降圧作用に関与している可能性





 NO の作用機序をさらに明確にするため、NO による細胞内情報伝達機構について検討され
た。カプサイシン食群の大動脈では Aktのリン酸化が亢進していた。PKAのリン酸化は認め
られなかった。これまで、NOにより Akt、PKAのリン酸化が亢進するいう報告があるが、2K1C
















試験の結果又は学力の確認の要旨   











圧効果、2K1C ラットにおけるカプサイシンの降圧効果に及ぼす LN の影響、2K1C ラット大
動脈における eNOS、Akt、PKA、TRPV1 発現量、eNOS、Akt、PKA のリン酸化に及ぼすカプサ
イシンの効果に関するものであった。研究背景を最初に示した上で自己の研究結果を示す
など、随所に工夫が見られた理解しやすい発表構成であった。 
 発表後 30 分にわたって、主査，副査を含む教員から、カプサイシンの用量設定、カプサ
イシンのラット摂餌量や行動への影響、NO以外の降圧作用の関与、NOの作用点、ヒトへの
応用の可能性、辛味、痛み受容のヒトとラットの差異、カプサイシンのレニン-アンジオテ
ンシン系への影響などの質問があった。質問に関しては口頭で回答があったが、2 月 13 日
に提出された口頭試問の回答書（別紙）でさらに適切な回答が得られている。 
 これらの発表、質疑応答から、当該領域の博士に必要な知識とプレゼンテーション能力
があることが確認された。 
 
 
  
総合結果 
すでに、口頭試問の回答書は、外部審査委員である勝谷友宏氏に送付されており、勝谷氏
から論文は博士（食物栄養学）の学位に相当するものであると返答を得ている。2020 年 2
月 25日に，内部の委員である主査，副査 2名による論文審査委員会を開催した。学位論文
の審査結果、および公開博士論文討論発表会の結果を総合して審議したところ、全員一致
で, 提出された論文は博士（食物栄養学）の学位に相当するものと判断した。 
 
 
 
 
 
